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小
久
保
と
も
こ
議
員

（
公
明
党
）

○
子
供
の
発
達
に
関
す
る
支
援

に
つ
い
て

問
学
習
障
が
い
、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
が
い
な
ど
の
発
達
障
が
い

は
、
早
期
発
見
、
早
期
療
育
が
重

要
で
あ
る
。
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

健
診
で
は
発
見
し
に
く
い
こ
と
か

ら
、
問
題
が
見
え
て
く
る
時
期
で

の
５
歳
児
検
診
を
早
急
に
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

答
「
学
習
障
害
」
や
「
注
意
欠

陥
多
動
性
障
害
」、「
広
汎
性
発
達

障
害
」
等
は
、「
３
歳
児
健
診
」

で
は
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
、

保
育
所
や
幼
稚
園
等
で
集
団
生
活

を
送
る
５
歳
児
で
の
健
診
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
発
達
障
が
い
発
見

の
た
め
の
「
５
歳
児
健
診
」
は
、

集
団
生
活
で
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を

観
察
す
る
た
め
に
保
育
所
や
幼
稚

園
と
の
連
携
協
力
や
医
師
、
臨
床

心
理
士
等
の
専
門
職
の
配
置
が
必

要
と
な
る
。
ま
た
、
障
が
い
発
見

後
の
保
護
者
へ
の
告
知
、
さ
ら
に

は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
子
育

て
相
談
、
心
理
発
達
相
談
、
教
育

相
談
、
必
要
に
よ
っ
て
は
医
療
機

関
や
福
祉
機
関
に
つ
な
げ
て
い
く

体
制
づ
く
り
な
ど
、
現
時
点
で
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後

と
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

掲
載
な
ど
様
々
な
方
法
に
よ
り
、

内
部
障
が
い
者
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
や
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク

の
周
知
に
努
め
た
い
。

に
つ
い
て
は
、
土
地
の
造
成
の
程

度
に
よ
り
、
宅
地
に
比
準
し
た
額

の
３
割
・
５
割
・
７
割
・
10
割
と

し
て
い
る
が
、
１
ha
以
上
の
画
地

を
有
す
る
場
合
は
、
不
動
産
鑑
定

士
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
平
成
23
年

度
よ
り
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
費
補
助
金
」
制
度
を
導
入

し
、
市
内
在
住
の
個
人
の
方
に
１

kW
あ
た
り
２
万
円
、
上
限
７
万
円

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

平
成
25
年
度
の
実
績
は
、
54
件
、

３
５
３
万
９
千
円
で
あ
る
。

と
も
道
徳
の
年
間
指
導
計
画
に
組

み
入
れ
、
教
材
と
し
て
活
用
し
た

指
導
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。「
心

の
ノ
ー
ト
」
は
児
童
生
徒
が
自
ら

書
き
込
ん
で
活
用
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。「
私
た
ち
の
道
徳
」
で

は
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
書
き
込
め

る
よ
さ
を
踏
襲
し
つ
つ
「
読
み
物

部
分
」
を
加
え
、
主
人
公
の
心
情

を
読
み
と
る
活
動
等
を
通
し
て
、

道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
活

動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。

　

道
徳
教
育
は
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
の
道
徳
性
を
培
い
、
道
徳
的

実
践
力
を
養
う
も
の
で
あ
り
、
道

徳
性
は
多
様
な
心
情
、
価
値
、
態

度
等
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、

教
科
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、
他
の

教
科
と
同
様
に
数
値
に
よ
り
評
価

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
児
童
生
徒
の
成
長
の
振
り
返

り
や
指
導
方
法
等
の
改
善
の
た
め

に
も
評
価
は
重
要
で
あ
り
、
児
童

生
徒
の
よ
い
点
や
進
歩
の
状
況
な

ど
を
文
章
表
現
等
に
よ
り
評
価
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と

考
え
る
。

○
内
部
障
が
い
者
支
援
に
つ
い

て
問
内
部
障
が
い
者
の
方
は
、
抱

え
る
問
題
が
視
覚
的
に
伝
わ
り
に

く
い
状
態
に
あ
る
。
内
部
障
が
い

者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

窓
口
で
の
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー

ク
の
配
布
及
び
庁
内
や
公
共
施
設

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

答
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
の
会
で
は
内
部
疾
患
の
方
々
に

対
す
る
理
解
を
進
め
る
た
め
に
、

ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を
作
成

し
、
そ
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
多
く
の
方
々
に

内
部
障
が
い
に
つ
い
て
ご
理
解
い

た
だ
き
、
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と

は
大
変
有
意
義
な
こ
と
と
認
識
し

て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
庁
内
、

公
共
施
設
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

も
含
め
、
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
障
害
者
福
祉
の
手
引
き
へ
の
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三
橋　

弘
明
議
員

（
政
明
ク
ラ
ブ
）

○
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

問
太
陽
光
発
電
事
業
を
目
的
と

し
た
農
地
転
用
は
現
在
20
件
、４
・

８
ha
余
と
の
こ
と
だ
が
、
農
地
以

外
で
の
市
の
許
可
基
準
は
あ
る
の

か
。

　

ま
た
、
土
地
の
評
価
（
課
税
）

方
法
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
さ
ら

に
、市
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
」

の
補
助
制
度
と
、
実
績
を
伺
う
。

答
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
建

築
物
の
建
築
を
行
う
目
的
と
し
て

土
地
造
成
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
が
、
県
で
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
の
「
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
建

築
基
準
法
に
規
定
す
る
建
築
物
に

該
当
し
な
い
」
と
の
通
知
に
基
づ

き
、
開
発
協
議
は
行
わ
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
事
業
用
地
の
評
価

○
道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て

問
文
部
科
学
省
は
道
徳
の
教
科

化
を
進
め
る
た
め
、
今
春
「
私
た

ち
の
道
徳
」
を
教
材
と
し
て
配
布

し
た
が
、
活
用
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、従
来
の
「
心
の
ノ
ー
ト
」

と
の
違
い
を
伺
う
と
と
も
に
、
教

科
と
な
る
と
評
価
・
点
検
が
難
し

い
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
本
年
配
布
さ
れ
た
「
私
た
ち

の
道
徳
」
に
つ
い
て
は
、
各
学
校


